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１．はじめに 

「日本河川・流域再生ネットワーク(JRRN)」は、「ア

ジア河川・流域再生ネットワーク(ARRN)」の日本の窓

口として、日中韓を中心とする海外機関との連携を通

じて日本の優れた知見を海外に向けて発信するととも

に、海外の最新の事例情報等を日本国内に還元するこ

とを目的に 2006 年に設立され、設立当初より当研究

所が事務局を務めている。この国際活動に加え、国内

向けには小さな自然再生の普及促進を柱に、川づくり

に関わる情報共有基盤の強化を目指し活動している。 

本稿では、2024 年度に当研究所が JRRN 事務局の運

営を通じて実施した川づくりに関わる情報共有・発信

の充実、担い手育成に向けた普及啓発及び国際連携の

取組みについて報告する。 

 

２． 2024 年度の JRRN 活動内容 

２－１ 川づくりに関わる情報共有・発信の充実 

国内外の川づくりに関するニュース、行事、出版物、

施策等の最新情報を、ウェブサイトや facebook、

Instagram等のSNS及び隔月発行JRRNニュースレター

等の情報媒体を通じ広く社会に発信した。 

また、国内外関係機関からの提供情報の共有や、毎

年春に実施する「桜のある水辺風景」応募作品の紹介

を通じて、水辺や川づくりの魅力発信、また関連情報

と担い手を繋げる情報共有基盤の構築に取組んだ。 

 

＜JRRN が運営する主な情報共有基盤＞ 

※ウェブサイト：http://www.a-rr.net/jp/  

※facebook：   https://www.facebook.com/JapanRRN  

※Instagram：  https://www.instagram.com/jrrn01/  

 

２－２ 川づくりの担い手の育成に向けた普及啓発

や協働 ～小さな自然再生の普及促進～ 

2014 年より小さな自然再生の全国への普及に取組

んでおり、2024 年度は、（公財）河川財団の河川基金

の助成を受け、小さな自然再生のハンドブック制作及

び「小さな自然再生」現地研修会を開催した。 

（１）「はじめての魚の居場所づくりvol.2」制作 

  2024年3月に滋賀県流域政策局及び滋賀県立大学

大学院流域政策・計画学研究室が発行した「はじめ

ての魚の居場所づくり」（全16ページ）をバージョ

ンアップした続編として、川を耕す取組みや魚道の

事例などを追加した「はじめての魚の居場所づくり 

vol.2」（全 24ページ）を制作し2024 年 8月に発行

した。本冊子は、小さな自然再生のハンドブックと

して、魚にとって大切な場所について理解し、魚の

居場所づくりに取組む際のヒントを分かりやすくと

りまとめたもので、全国で取組まれつつある手づく

り魚道や多様な流れを創出するバーブ工の概要とそ

のつくり方を紹介している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－１ はじめての魚の居場所づくりvol.2 
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（２）「小さな自然再生現地研修会」開催（5回） 

2024 年度は、5月から 11月にかけて計5回の「小

さな自然再生」現地研修会を開催し、また開催結果

は開催報告書としてとりまとめウェブサイトに掲載

した（表－１,写真－２）。 

 

表－１ 現地研修会の開催地・開催日・共催団体 

回 上段：開催地／中段：開催日／下段：共催団体 

23 

滋賀県＆福井県・北川上流域河内川 

2024 年 5月 25日（土） 

北川を遊べる川にする有志の会 

24 

新潟県新発田市・古太田川 

2024 年 6月 30日（日） 

下興野自治会、早稲田大学景観デザイン研究室 

25 

滋賀県長浜市・大浦川 

2024 年 11月 2日（土） 

ONE SLASH 

26 

兵庫県上郡町・千種川 

2024 年 11月 3日（日） 

千種川圏域清流づくり委員会 

27 

長野県長野市・千曲川流域休耕田 

2024 年 11月 30日（土） 

更北中学校ものづくり部理科班、更北地区住民

自治協議会、更北流域治水研究会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真－１ 研修会の様子及び開催報告書（全5回） 

２－３ 川づくりの国際的な技術交流 

（１）海外から来日した河川研究者との技術交流 

2024年4月に東京の失われた水路や河川を研究す

る英国バーミング大学の視察団と、また2025 年 1月

に日本の自然再生を研究する豪州キャンベラ大学の

専門家と技術交流を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

写真－２ 河川研究者との技術交流の様子 

 

（２）「第20回水辺・流域再生にかかわる国際フォー

ラム」及び「第18回 ARRN 運営会議」 

ARRN が主催した『第20回 ARRN 水辺・流域再生に

かかわる国際フォーラム』を2024 年 9月 25日（水）

に、ARRN理事会に相当する「第18回ARRN運営会議」

を26日（木）に、中国・北京市で開催された「第3

回アジア国際水会議」に合わせて開催した。 

ARRN フォーラムでは計9本の発表があり、日本

からは機械学習を用いた河川の地被区分の自動判読

に関する研究事例、また河川水辺の国勢調査と自然

再生について発表を行った。またARRN 運営会議で

は、日中韓の各RRNメンバーが参加し、過年度活動

報告とARRN の年次活動計画について審議した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真－３ 国際フォーラム（上）及び運営会議（下） 

 

３．おわりに 

JRRN の諸活動は国内外の様々な団体及び専門家と

の協働で成り立っており、当活動にご支援、ご協力頂

いた皆様に厚く御礼申し上げる。 


